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製品安全対策優良企業表彰とは

 ルールや仕組みだけでなく、実際に行われている取組を重視します。

 過去の製品事故やリコールなどの有無は問いません。

 これまでに延べ１３３の企業・団体が表彰を受けています。

 今年は１２回目の開催です。

審査のポイント（何を審査するか？）

製品安全を確保するための体制を審査するとともに、
特に優れた取組に重点を置いて審査します。

製品自体が安全かどうかは評価の対象にしません。

経済産業省が、企業や団体の、製品安全への優れた取組を
表彰する制度です。
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① 賞の構成、審査の流れ
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賞の構成

※「消費生活用製品」とは、主として一般消費者の生活の用に供される製品をいいます。
（消費生活用製品安全法第2条）

部門 表彰内容 募集対象

大企業
製造事業者・輸入事業者部門

経済産業大臣賞
技術総括・保安審議官賞
優良賞（審査委員会賞） 「消費生活用製品※」の製造事業

または輸入事業を行う者
中小企業
製造事業者・輸入事業者部門

経済産業大臣賞
技術総括・保安審議官賞
優良賞（審査委員会賞）

大企業
小売販売事業者部門

経済産業大臣賞
技術総括・保安審議官賞
優良賞（審査委員会賞） 「消費生活用製品※」の

小売販売事業を行う者
中小企業
小売販売事業者部門

経済産業大臣賞
技術総括・保安審議官賞
優良賞（審査委員会賞）

上記以外の団体部門
特別賞（審査委員会賞）

上記以外の「消費生活用製品※」に
関連した事業を行う団体または企業上記以外の企業部門
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審査の流れ

一次審査（書類審査）・・・・・・・・・・・・・・7月下旬～8月上旬

書類審査を行い、二次審査進出企業を選出します

二次審査（プレゼンテーション審査、現地調査等）・・9月上旬～10月上旬

受賞企業の公表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11月上旬

表彰式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11月16日

二次審査進出企業によるプレゼンテーション審査を行います。
プレゼンテーション審査後に、原則として現地調査や追加のヒアリングを実施します。

受賞企業は、経済産業省のプレスリリース等で発表します。

募集期間 5月22日(火)～7月18日(水)

受賞に至らなかった場合も含め、すべての応募企業に対して、
審査委員からのアドバイスをお送りします。

※
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２．審査の概要

② 審査基準等
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審査基準：一次審査、二次審査の評価方法

1. 応募シートに示した４つの視点（特別賞は２つの視点）

に関する取組が総合的に優れている企業・団体

2. 応募シートに示した４つの視点（特別賞は２つの視点）

いずれかにおいて卓越した取組を行っている
企業・団体

取組の先進性、積極性、意欲性等の観点で
優れた企業・団体を選出します。
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審査基準
＜４つの視点 ＞

安全な製品を
製造・輸入（仕入・販売）

するための取組

製品を安全に
使用してもらうための取組

出荷後に安全上の問題が
判明した際の取組

製品安全
文化構築への取組

※ 平成27年（2015年）4月1日から審査時点までの約3 年間の製品安全に対する取組を
評価対象期間とします。

製造事業者・輸入事業者部門
小売販売事業者部門

視点1 視点２

視点３ 視点４



平成30年度製品安全対策優良企業表彰 PSアワード2018

11

審査基準
＜２つの視点＞

製品の安全を
確保・支援するための取組 製品安全文化構築への取組

特別賞

視点1 視点２
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過去の受賞企業の評価ポイント例（製造・輸入事業者）

安全な製品を
製造・輸入（仕入・販売）

するための取組

製品を安全に
使用してもらうための取組

出荷後に安全上の問題が
判明した際の取組

製品安全
文化構築への取組

本質的
安全設計の

取り組み

サプライヤー
表彰制度

新技術
採用による安

全性向上
利用者行動

分析で
ニーズ把握

リスクアセスメ
ント手法

開発と運用

最悪事態を
想定した
試験実施

社外との
連携強化

安全自主
基準の策定

社内啓発
活動の推進 他業種との

製品安全
文化醸成

サプライ
チェーン全体
の協力体制

製品安全文
化継続の
取り組み

地域と協力し
た啓発
活動

安全設計
明確化と

徹底

安全な
使い方の
情報提供

製品安全を
向上する
品質基準

顧客との
コミュニケー
ション確保

業界全体で
の安全性

向上

経年劣化を
考慮した
品質管理

弱者向けの
製品開発

視点1 視点2

視点4視点3

12

IoT・ビックデータを活
用した使用者

情報の収集分析

不具合発生メ
カニズム検証
と根本対策

製造段階の
ヒューマンエ

ラー発生防止

グローバル視
点の製品安
全基準策定

SSM活用に
よるトラブル
未然防止

リスクアセスメ
ント専門家の
育成・認定

安全最優先の
製品設計と製
造工程管理

安全な使用
に関する情報

発信

実体験可能
な施設による

安全指導

誤設置防止
設計による安

全性確保

信頼性確保
のために試験
所認定取得

第三者機関の
有効活用によ
る安全確保

わかりやすい
取説作成に
向けた取組

製品のトレー
サビリティ確保

の取組

長期使用を
想定した保守
体制の構築

トレーサビリ
ティのための
セカンドユー

ザ登録

スマホを活用
した事故・不
具合情報早

期把握

グローバル拠
点向け製品安
全人材育成

社内外関係
者への技術

力伝承
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過去の受賞企業の評価ポイント例（小売販売事業者）

取引先の
適正評価

グループ企業
の品質

基準構築

納入・施工業
者の

管理徹底

業界全体の
安全レベルを

リード

自社・取引先
の人材
育成

苦情処理
情報の

有効利用

安全性重視
の商品化

顧客との双
方向コミュニ
ケーション

使用者視点
による取扱製

品選定

使用者への
丁寧な安全
情報提供

加盟店含め
た情報共有と

人材育成

家庭向け総
合メンテナン
スサービス製品エンド

ユーザーへの
情報提供

事故発生
情報の

全社共有

安全な製品を
製造・輸入（仕入・販売）

するための取組

製品を安全に
使用してもらうための取組

出荷後に安全上の問題が
判明した際の取組

製品安全
文化構築への取組

視点1 視点2

視点4視点3

リスクアセスメ
ントによる

リコール判断

サプライ
チェーン全体
の技樹・経営

指導

製品選定の
ための検証・
テストの徹底

取引先と一
体となった生
産・経営管理

消費者の声
をリスクマップ
で分析・判断

社員向け製
品安全技術
研修の強化

CEマーキング
確認とトレーサ
ビリティ確保

社員全員に
よる安全な製
品使用研修

故障傾向分
析結果を保
守協力会社

と共有

訪問サービス
による製品使
用実態把握

地域住民に
対する安全
情報の提供
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２．審査の概要

③ 一次審査について
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一次審査（書面審査）

＜注意点＞
社外秘及び個人情報の取扱いに注意を要する補足資料には、
当該資料にはっきりと明示してください。

 「応募資料記載要領」を参考に、「応募者概要シート【共通】」、「応募シー
ト（部門別）」の2種類の資料を作成してください。

 「応募シート（部門別）」に示した視点１～視点４それぞれに関する取組
について、できる限り具体的にご記載ください。

 アピールしたい取組について補足する資料を任意で提出可能です。

（二次審査で使用することを想定したプレゼンテーション資料等を提出されても結構です。）

 作成した電子ファイルを以下のメールアドレスに送付してください

ent-ps-award2018@ml.mri.co.jp

ファイル容量が大きい場合には送信できないこともありますので、その場合は

事務局にご連絡ください。
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２．審査の概要

④ 二次審査について
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二次審査：プレゼンテーション審査

 二次審査進出企業によるプレゼンテーション審査を行います。
特にアピールしたい取組、活動、仕組み、工夫点などについて、
具体的な内容を交えてご発表ください。

 プレゼンテーション審査の時間：説明２０分、質疑応答２０分

 プレゼンテーション審査の内容は、審査基準の４つの視点（特別賞は
２つの視点）に沿って構成してください。

二次審査(プレゼンテーション審査)の様子

中小企業の応募者様へ

ご要望に応じて、以下の対応を行います。

• プレゼンテーションの構成に関するアドバイスや、
PCでの資料作成等を、事務局がサポートします。

• インターネット電話サービス等を利用した遠隔での
審査にも対応いたしますので、ご相談ください。
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プレゼンテーション審査後について

※現地調査や追加のヒアリングの実施については、別途日程を調整します。

●一次審査の「応募シート」の記述内容

●プレゼンテーション審査の内容

について、原則として現地調査や追加のヒアリングを実施します。
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３．応募・受賞のメリット等
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①応募・審査を受けた企業・団体の声（応募のメリット）

 設問が製品安全全般に渡っているため、自社の取り組み

全体を再確認することができた。

 製品安全についてのアドバイスが得られ、自社の強み・課題

を認識することができた。

 製品安全にかかわる社員のモチベーションが向上した。

 4つの視点に基づき考えることで、製品安全の取組を体系

的に整理できた。
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②受賞した企業・団体の声（受賞のメリット）

 経済産業大臣賞の受賞をPRできた。

 受賞をきっかけに新たな取引先を獲得した。

 求人への応募人数が増えた。

 社員の製品安全に対する意識・スキルが高まった。

 取材や講演依頼を受けるなど、情報発信の機会
が増えた。

 お客様からの信頼を高めることに繋がった。
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③ 製品安全対策優良企業ロゴマーク
 「製品安全対策優良企業表彰」を受賞した企業・団体のみ使用可能。

 A.図柄、B.決定した年度(西暦）、C.製品安全対策優良企業の文字、を示して使用。

 製品本体への表示は不可。製品パッケージ等（梱包箱、包装紙、タグ等）への表示は可。

（詳しくは製品安全対策優良企業表彰ロゴマークガイドラインを参照）
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④ ロゴマーク使用例

店頭でのポスター掲示（ニトリ）商談会ブースでの紹介（三陽金属）

懸垂幕での紹介（イトーヨーカ堂） Webでの紹介（京都機械工具） 名刺（ヤマトマルチメンテナンスソリューションズ）

ショールーム受付に掲示（三協アルミ）
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⑤ 製品安全コミュニティ

2017年度 製品安全コミュニティ 東京会場 2017年度 製品安全コミュニティ 大阪会場

 「製品安全対策優良企業表彰」を受賞した企業・団体は、「製品安全コミュニティ」のメン
バーとして参加可能。

 「製品安全コミュニティ」は、業種・業態、企業規模の垣根を越えた、製品安全に関する課
題の解決に向けた意見交換や情報交流などの場。

 全体会合が年に2回開催され、受賞企業、製品安全専門家、NITE、経産省等が参加し
て、意見交換等が行われる。

 受賞企業間の自主的な交流も行われており、製品安全対策に関する情報交換や、製品
企画での協力等、様々な協力関係が生まれている。
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＜参考＞審査委員

有識者、消費者団体代表等で構成する審査委員会において審査します。

【委員長】

三上 喜貴 長岡技術科学大学 理事・副学長

【委 員】

新井 勝己 （独）製品評価技術基盤機構 製品安全センター 所長

加藤 義信 （独）中小企業基盤整備機構 経営支援部 チーフアドバイザー

釘宮 悦子 消費生活アドバイザー

信太 洋行 東京都市大学 都市生活学部 都市生活学科 准教授

高橋 茂樹 元 国際標準規格（ＩＥＣ) ＷＧ 座長

長田 三紀 全国地域婦人団体連絡協議会 事務局長

升田 純 升田純法律事務所 代表 弁護士

三浦 佳子 消費生活コンサルタント

八木澤 徹 （株）日刊工業新聞社 編集局経済部 編集委員兼論説委員

吉田 勝 （株）日経BP 日経ものづくり 副編集長

鷲田 祐一 一橋大学 大学院経営管理研究科 教授

渡部 利範 （株）テクノクオリティー 代表取締役
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４．質疑応答
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皆様のご応募お待ちしております！
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問い合わせ先

平成30年度製品安全対策優良企業表彰（PSアワード2018）事務局

（株）三菱総合研究所 科学・安全事業本部 産業セキュリティグループ

E-mail：ps-award2018@ml.mri.co.jp

電話：03-6705-6067 Fax：03-5157-2145


